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ＳＣの勝ちパターンづくりのフォーマット!! 

 

ＳＣも成長期(1961～2010 年)、飽和期(2011 年～2015 年)を経て成熟期(2016 年以降)の段階となり、「１つ

のＳＣの立場」からＳＣの成立・成功論を論じるのではなく「１つのマーケット(80万～100万人の各ＳＣの共

有商圏)の立場」からＳＣの成立・成功論を論じることが効果のあるＳＣづくりとなります。 

ＳＣの成長期に比較してＳＣの飽和期は 50～60％のＳＣの出店ペースとなります。しかし、ＳＣの飽和期の

次の段階である成熟期はＳＣの新規開発ペースは成長期の半分程度、飽和期とほぼ同じペースですが、実質的

には成長期と同じペースの出店となります。すなわちＳＣの成熟期はＳＣの多様化の時代です。ＳＣの新規開

発は成長期の半分ですが、もう半分はＳＣのリニューアルによる多様化したＳＣの開発です。このＳＣの新規

開発とＳＣのリニューアル開発は飽和状態の後の成立要因は「１つのマーケットの中にもう１つ成立・成功す

るＳＣづくり」ですから、当然ながら異質型のＳＣとなり、１つのマーケットの中に多様なＳＣが競
・

存共栄の

カタチで立地することになります。それゆえに「ＳＣ実質開発＝新規開発＋リニューアル開発」となり、ＳＣ

の新規出店ペースは低下してもＳＣの競争ペースは低下することにはならず、さらなる１つのマーケットの中

で競
・

存共栄する棲み分け型のＳＣづくりが基本戦略となります。 

経済学には長期的に完全雇用が達成されている段階を１つの基準として理論展開する場合があります。 

私はＳＣも同様に「完全成熟マーケット」の状態でのＳＣのあり方をまず理論的に構築して、その「１つの

マーケットの中でのＳＣの成立・成功理論」を基準に、ＳＣのコンサルティングを行なっています。そのＳＣ

の成熟段階のＳＣの成立・成功理論は次の通りです(六車流：流通・マーケティング理論)。 

ＳＣづくりの 
パターン 

優位性の 
順位 

ＳＣの基本戦略 ＳＣの優位性 同質化・異質化の戦略 
勝ち残りの 
タイプ 

圧勝型 

ＳＣづくり 
１番型ＳＣ 

完全 

囲い込み型ＳＣ 

ゼネラリティ型ＳＣ 

(フルライン型ＳＣ) 

基準ＳＣ 

（競争優位性を保つため２番型
ＳＣに 1.4 倍、1.7 倍、２倍以上
の売場が必要） 

完全 

勝ち残り型 

ＳＣ 
 

棲み分け型 

ＳＣづくり 

１番型ＳＣ 基軸ＳＣ 

ゼネラリティ型ＳＣ 

(フルライン型ＳＣ) 

売れ筋マーケットの基軸ＳＣ 

勝ち残り型 

ＳＣ 

２番型ＳＣ 

棲み分け分野の 

新 1 番型ＳＣ 

＜基軸ＳＣに対して＞ 

３割差異化・特化、７割総合化
戦略 

３番型ＳＣ  

＜基軸ＳＣに対して＞ 

①５割差異化・特化、５割総合
化戦略 

②７割差異化・特化、３割総合
化戦略 

４番型ＳＣ 

以下 

特定分野の 

集中型ＳＣ 

スペシャリティ型ＳＣ 

(特定ライン型ＳＣ) 

＜基軸ＳＣに対して＞ 

①８割差異化・特化、２割総合
化戦略 

②10 割差異化・特化、０割総合
化戦略 

  

完璧２番型 

ＳＣづくり 

棲み分け分野の 

２番型ＳＣづくり 

ゼネラリティ型ＳＣ 

or 

スペシャリティ型ＳＣ 

＜基軸ＳＣ・棲み分け型＞ 

ＳＣの特定の分野で２番型ＳＣ
以下の状態で生き抜く手法 

生き残り型 

ＳＣ 

この完全成熟段階のＳＣの適正立地理論を基軸に、新規ＳＣの開発やリニューアルの開発を展開することが、

飽和期以降の成熟期の多様なＳＣづくりの基本原則です。 
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